
未未来来へへののスステテッッププ
青青春春､､ ままっったただだ中中！！������������� 発行所 嘉島町

発行人 荒 木 泰 臣
発行日 平成23年４月11日
〒861�3192 熊本県上益城郡

嘉島町上島530
TEL 096�237�1111㈹ FAX 096�237�2359
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/i/

№№444499

○平成23年第１回嘉島町
議会定例会 ②～⑤
○嘉島中学校･両小学校卒業式 ⑥
○園児たちが震災義援金を ⑦
○平成23年嘉島町消防団出初式 ⑧～⑩
○ごみ問題対策委員会 ⑫
○嘉島幼稚園２題 ⑬
○平成23年住民健診予定 ⑮
○建設課からのお知らせ ⑯
○ ｢いじめ｣ ⑱
○町民課保健係から ⑳
○税務課からのお知らせです ○24 ○25
○Ｊ－ＡＬＥＲＴ(ジェイ－
アラート) とは ○26 ○27
○平成23年度永年無事故･無違反
運転者の表彰について ○30
○わが家の自信作 ○32

………
…
…

…
…

………
…
…

……………
……
…

…

……
……

主 な 内 容

平成23年��������清水わき 心ふれあう 嘉島町

��



― 2― '11 �

������������
��������������
��������������
���������������������
��������������
�������� ��������
��������������
������������
�������������
�����������������
��������������
�������������
��������������
������������
�������������
�������������
��������������
�������������
��������������
�����������������
�������������

��������������
�������������������
�������������
�������������
���������������

梅
の
花
も
ほ
こ
ろ
び
、
日
一
日

と
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
日
は
平

成
23
年
第
１
回
定
例
会
を
招
集
致

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
御
参
集

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

改
選
後
、
初
め
て
の
定
例
会
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
４
年
間

皆
様
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
町
の

発
展
の
た
め
に
努
力
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
心
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

12
月
17
日
に

｢

高
田
み
ん
な
の

広
場
公
園｣

の
完
成
記
念
式
典
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
と
公
園

面
積
が
７
ha
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
町
管
理
部
分
が
６
ha
、
あ
と

１
ha
は
護
岸
と
道
路
部
分
に
な
り

ま
す
。
供
用
開
始
は
本
年
４
月
１

日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
芝
の
養

成
期
間
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
当

分
の
間
は
無
料
開
放
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

��
平
成
23
年

第
１
回

嘉
島
町
議
会
定
例
会 ����

１
月
５
日
に
嘉
島
西
小
学
校
の

校
舎
増
築
及
び
耐
震
補
強
工
事
の

竣
工
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
耐
震
工

事
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、

嘉
島
東
小
学
校
で
は
平
成
22
年
11

月
17
日
に
竣
工
済
み
で
ご
ざ
い
ま

す
。
嘉
島
中
学
校
は
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

工
事
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

幼
稚
園
を
含
め
て
子
供
た
ち
が
一

日
の
大
半
を
過
ご
す
学
校
が
、
安

全
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

２
月
８
日
に
１
市
３
町
、
合
志
、

菊
陽
、
益
城
、
嘉
島
で
構
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
市
街
化
調
整
区
域
活

性
化
協
議
会
で
、
県
に
対
し
て
要

望
を
行
い
ま
し
た
。
要
望
の
第
１

点
に
つ
き
ま
し
て
は
集
落
内
開
発

の
条
件
を
熊
本
市
並
み
に
緩
和
す

る
こ
と
、
ま
た
地
区
計
画
内
に
進

出
す
る
企
業
が
、
現
在
は
製
造
業

だ
け
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

製
造
業
以
外
に
も
範
囲
を
ひ
ろ
げ

る
と
い
う
要
望
で
ご
ざ
い
ま
す
。

３
点
目
は
飛
地
の
市
街
化
に
つ
い

て
は
50
ha
以
上
と
い
う
要
件
が
ご

ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
20
ha
以
上

に
緩
和
す
る
と
い
う
３
点
を
要
望

い
た
し
ま
し
た
。
従
来
、
要
望
す

る
と
そ
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
県
の

方
か
ら
３
月
24
日
に
回
答
す
る
と

い
う
返
事
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

２
月
11
日
か
ら
の
九
州
新
幹
線

全
線
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
ク
レ
ア
に
お

い
て
、
２
月
11
日
か
ら
４
月
18
日

ま
で
の
日
程
で
木
下
大
サ
ー
カ
ス

が
開
幕
致
し
ま
し
た
。
最
終
観
客

目
標
は
28
万
人
と
お
聞
き
し
て
い

ま
す
が
、
２
月
末
で
５
万
人
を
こ

え
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
サ
ー
カ
ス
に
関
す
る
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
で
、
嘉
島
町
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

２
月
19
日
に
は
、
国
土
交
通
省

九
州
地
方
整
備
局
事
業
評
価
監
視

委
員
会
は
、
御
船
町
七
滝
に
建
設

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
七
滝

ダ
ム
の
事
業
中
止
の
方
針
を
了
承

さ
れ
ま
し
た
。
事
業
の
存
廃
は
国

土
交
通
省
が
最
終
的
に
判
断
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
一
応
、
七

滝
ダ
ム
は
毎
年
調
査
費
が
２
千
万

程
つ
い
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も

中
止
と
い
う
方
向
で
動
き
出
し
た

と
い
う
こ
と
で
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

昨
年
暮
か
ら
本
日
ま
で
の
主
な

動
き
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
し
た
。
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会
中
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鍋
田

平
議
員

①
中
学
生
の
医
療

費
助
成
と
子
育
て

高
齢
者
支
援
に
つ

い
て

②
体
育
・
文
化
の
よ
り
一
層
の
昂

揚
に
供
す
る
施
設
作
り
と
運
営
は

③
高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園
及
び

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
完
成
と
利
用

方
法
に
つ
い
て

永
田
町
民
課
長

嘉
島
町
で
は
平

成
16
年
に
策
定
し
た
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画｢

湧
く
わ
く
嘉
島
っ

子
プ
ラ
ン｣
を
平
成
21
年
度
に
見

直
し
、
後
期
計
画
と
し
て
新
た
に

策
定
し
た
子
育
て
支
援
事
業

・
通
常
の
保
育
時
間
を
延
長
し
て

預
る

｢

延
長
保
育
事
業｣

・
放
課
後
、
保
護
者
不
在
の
場
合

の

｢

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ｣

・
親
子
で
気
軽
に
集
い
情
報
交
換

の
場

｢

つ
ど
い
の
広
場
事
業｣

等
々
を
計
画
し
実
行
し
て
い
る
。

町
長
の
公
約
で
あ
る
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
助
成
は
12
月
議
会
で
承

認
を
受
け
、
４
月
か
ら
の
実
施
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

高
齢
者
支
援
の
一
環
と
し
て

｢

高
齢
者
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
優
待

乗
車
証
交
付
事
業｣

安
否
確
認
の

｢

在
宅
老
人
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

事
業｣

の
ほ
か

｢

軽
度
生
活
援
助

事
業｣

｢

介
護
予
防
事
業｣

な
ど

���������������� 在在職職1155年年以以上上でで地地方方自自治治にに貢貢献献さされれままししたた
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������������������������������������������������������������������
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

嘉
島
町
住
民
の
み
が
利
用
で
き
る

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

の
開
設
を
来
年
度
に
予
定
す
る
な

ど
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
を
創
る
た
め
に
努
力
し
て
い

る
。

野
村
社
会
教
育
課
長

庁
舎
東
側

に
現
在
用
地
造
成
中
の
文
化
施
設

の
概
要
だ
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

隣
合
せ
、
平
成
21
年
度
に
用
地
と

し
て
１
万
１
５
５
３
㎡(

約
1.1
ha)

を
取
得
、
約
２
ヶ
年
で
盛
土
を
行

い
、
現
在
、
地
質
調
査
の
た
め
の

ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
23
年
度
中

に
施
設
の
基
本
設
計
、
実
施
設
計

を
行
い
、
本
体
の
建
築
工
事
は
平

成
24
年
度
以
降
に
な
る
。
こ
の
文

化
施
設
の
概
要
は
、
コ
ン
サ
ー
ト

や
演
劇
な
ど
を
楽
し
め
る
本
格
的

な
500
人
程
収
容
の
ホ
ー
ル
。
会
議

室
、
研
修
室
、
図
書
施
設
、
パ
ソ

コ
ン
室
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の

公
民
館
機
能
を
併
せ
持
っ
た
総
合

的
文
化
施
設
と
し
て
計
画
し
て
い

る
。
本
町
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と

し
て
様
々
な
文
化
活
動
に
活
用
し

た
い
。

小
林
建
設
課
長

｢

高
田
み
ん
な

の
広
場
公
園｣

と｢

嘉
島
町
運
動
公

園｣

と
し
て
お
答
え
す
る
。｢
高

田
み
ん
な
の
広
場
公
園｣

は
平
成

18
年
度
よ
り
緑
川
め
ど
町
橋
下
流

に
計
画
さ
れ
、
緑
川
高
田
地
区
環

境
整
備
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
、

昨
年
の
12
月
17
日
に
完
成
記
念
式

典
が
行
わ
れ
た
が
、面
積
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
多
目
的
広
場
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
が
主
で
、
お
年
寄
り
か

ら
子
供
ま
で
の｢

憩
い｣

と

｢

癒
し｣

の
空
間
で
あ
る
。大
型
商
業
施
設

へ
の
道
路
整
備
も
な
さ
れ
て
お
り

多
く
の
方
々
が
楽
し
ま
れ
る
公
園

に
な
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
る
。

こ
の
公
園
は
国
が
整
備
し
た
公

園
で
あ
り
、
現
在
、
管
理
協
定
を

結
ぶ
た
め
協
議
を
進
め
て
お
り
３

月
中
に
協
定
を
締
結
し
４
月
１
日

供
用
開
始
を
と
考
え
て
い
る
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も
芝
生
の
養
成

期
間
な
の
で
10
月
頃
ま
で
は
無
料

で
開
放
し
た
い
。
開
園
時
間
は
夏

場
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
、

冬
場
は
午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
、

使
用
料
は
町
内
外
を
問
わ
ず
、
用

具
レ
ン
タ
ル
料
100
円
と
会
場
使
用

料
300
円
で
あ
る
。
管
理
に
は
管
理

人
３
人
を
配
置
し

(

常
時
２
人)

安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
万
全
を
期
し
た
い
。

嘉
島
町
運
動
公
園
だ
が
、
面
積

約
6.3
ha
、
平
成
20
年
度
に
用
地
買

収
、
21
年
度
に
全
体
盛
土
、
22
年

度
に
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
塔

工
事
等
、
23
年
度
に
多
目
的
ス
ポ
ー

ツ
広
場
の
照
明
塔
工
事
及
び
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
を
考
え
て
お
り
、
完

成
は
25
年
３
月
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
公
園
は
遊
び
の
原
っ
ぱ
、
野

球
場

(

両
翼
90
ｍ
、
セ
ン
タ
ー
ま

で
113
ｍ)

多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場

(

400
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
６
コ
ー
ス)

内

で
は
サ
ッ
カ
ー
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

あ
く
ま
で
25
年
３
月
完
成
予
定

だ
が
、
国
の
補
助
金
が
順
調
に
つ

い
て
の
計
画
で
あ
り
、
そ
の
点
は

ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

○
拡
大
生
産
者
責
任

(

Ｅ
Ｐ
Ｒ)

及
び
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
法
制
化

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

(

可

決)

○
郵
政
民
営
化
法
の
見
直
し
に
関

す
る
請
願

(

採

択)

○
任
期
満
了
に
伴
う
嘉
島
町

監
査
委
員
の
選
任
同
意
の
件

�
木

伸
一
氏

(

再
任)

(

井
寺)

川
上

國
治
氏

(

新
任)

(

下
六
嘉)

の
選
任
に
同
意

○
地
域
課
題
に
関
す
る
要
望
及
び

地
域
活
性
化
の
た
め
の
調
査
研
究

○
第
36
回
町
村
議
会
議
長
・
副
議

長
全
国
研
修
会

(

可

決)

○
各
委
員
会
の
先
進
地
研
修

(

可

決)
(

３
月
15
日

閉
会)

����

議
員
提
出
議
案

人

事

案

件
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嘉
島
町
地
域
改
善
対
策
審
議
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
嘉
島
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
嘉
島
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
嘉
島
町
民
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
嘉
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
７
号)

○
平
成
22
年
度
嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
５
号)

○
平
成
22
年
度
嘉
島
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号)

○
平
成
22
年
度
嘉
島
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号)

○
平
成
22
年
度
嘉
島
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
３
号)

○
平
成
22
年
度
嘉
島
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
５
号)

○
平
成
22
年
度
嘉
島
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
３
号)

○
平
成
23
年
度
嘉
島
町
一
般
会
計
予
算

○
平
成
23
年
度
嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

○
平
成
23
年
度
嘉
島
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計
予
算

○
平
成
23
年
度
嘉
島
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

○
平
成
23
年
度
嘉
島
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
23
年
度
嘉
島
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

監監査査委委員員にに選選任任さされれままししたた

�木木伸伸一一委委員員 川川上上國國治治委委員員

平成23年度 特別会計予算

後期高齢者医療特別会計予算 １億0186万１千円
国民健康保険特別会計予算 ９億9184万７千円
住宅新築資金等貸付特別会計予算 111万４千円
介護保険特別会計予算 ６億8601万２千円
公共下水道事業特別会計予算 ８億9897万５千円

平成23年度
嘉島町一般会計予算��億億����万万３３千千円円
対前年度当初予算比 16.5％増
予算の詳しい内容は５月号に掲載します
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ポイ捨てゴミの氾濫や廃棄物処理場の確保の問題､ 更にはごみ処理費負担増による基礎

自治体財政の圧迫など､ ゴミ問題を取り巻く状況はますます深刻化している｡ 1997年４月

から施行された容器包装リサイクル法は2008年４月に見直されたが､ 依然として事業者の

負担に比べて市町村の財政負担や地域住民の負担が大きく､ ごみの発生抑制や再使用の促

進など循環型社会を実現するための効果は十分とは言えない｡

持続可能な循環型社会を築くためには､ わが国の大量生産・大量消費・大量廃棄・大量

リサイクル型の経済社会を見直し､ 廃棄物の発生抑制､ 再使用を優先する社会を築くこと

が必要である｡ そのためには､ 生産者が､ 生産過程でゴミとなりにくいような製品を作り､

使用済み製品の回収・資源化まで責任を持つこと､ すなわち処理・リサイクル費用のすべ

てを製品価格に含めた拡大生産者責任 (EPR) の導入が必要である｡ また､ 使い捨て容

器にはデポジット制度を導入することで､ 対象となった容器の､ 高い回収率が期待でき､

資源利用の促進や廃棄物の発生抑制､ ポイ捨て・不法投棄の防止に対し､ きわめて有効な

手段である｡

すでに欧米などの多くの国では､ 省資源・資源循環を実現するために､ 拡大生産者責任

(EPR) とデポジット制度を導入し､ 使い捨て容器の使用を減らすことによるごみ減量や

リュース容器の使用促進に大きな効果をあげている｡

よって､ 嘉島町議会は､ 政府に対し､ 容器包装廃棄物の発生抑制､ 再利用・再資源化を

促進し､ 循環型社会の実現を図るため､ OECDが提唱する拡大生産者責任､ 及びデポジッ

ト制度の導入について､ 積極的に検討し､ 早期に制度化を図るよう強く要望する｡

以上､ 地方自治法第99条の規定により､ 意見書を提出する｡

平成23年３月15日

熊本県上益城郡嘉島町議会

議長 津出 悦男

衆議院議長 横路 孝弘 様

参議院議長 西岡 武夫 様

内閣総理大臣 菅 直人 様

環境大臣 松本 龍 様

経済産業大臣 海江田万里 様

農林水産大臣 鹿野 道彦 様

厚生労働大臣 細川 律夫 様

財務大臣 野田 佳彦 様

消費者庁担当大臣 蓮 舫 様

�������������������������������
(議員提案議案として提案され､ 可決されたものです｡)
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〝

嘉
島
東
は
わ
が
母
校〟

卒
業

生
20
名

(

男
子
７
、
女
子
13)

の

大
き
な
声
。
中
に
は
涙
ぐ
ん
で
歌

う
生
徒
も
い
ま
す
。
嘉
島
東
小
学

校
の
卒
業
式
で
す
。
開
式
に
先
立
っ

て
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
に

対
す
る
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

校
訓
の

｢

か
し
こ
く
、
た
だ
し

く
、
た
く
ま
し
く｣

の
と
お
り
に

育
っ
た
卒
業
生
た
ち
は

｢

東
小
の

卒
業
生
と
い
う
誇
り
を
も
っ
て
励

ん
で
い
き
ま
す
。
20
人
の
仲
間
を

忘
れ
ま
せ
ん｣

と
お
別
れ
の
言
葉

で
結
ん
で
、
６
年
間
の
思
い
出
が

い
っ
ぱ
い
溢
れ
た
学
び
舎
を
後
に

し
ま
し
た
。

答答辞辞･･日日�夏夏美美ささんんもも｢｢本本当当にに楽楽ししかかっったた｣｣とと

卒
業
証
書
を
手
渡
さ
れ
た
卒
業

生
は
、
62
名

(

男
子
34
名
・
女
子

28
名)

。
小
学
校
生
活
の
別
れ
を

悲
し
む
児
童
や
、
４
月
か
ら
の
新

生
活
の
始
ま
り
に
期
待
に
胸
ふ
く

ら
ま
せ
て
い
る
児
童
が
入
り
混
じ
っ

て
い
ま
す
。｢〝

あ
り
が
と
う〟

の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
。
困
難
に

打
ち
勝
つ
強
い
心
を
持
と
う
。｣

校
長
の
式
辞
に
卒
業
生
は
大
き
く

う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。
卒
業
生

と
在
校
生
、
先
生
が
向
か
い
合
っ

て
の
思
い
出
語
り
や
歌
の
交
し
合

い
で
は
、
感
極
ま
っ
て
言
葉
が
詰

ま
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最

後
の
校
歌
斉
唱
の
と
き
は
全
員
笑

顔
で
歌
い
ま
し
た
。

�月��日嘉島西小学校 嘉島東小学校

������������������������������������������� ������������� ����������������������������

｢

黙
祷｣

。
嘉
島
中
学
校
の
卒

業
証
書
授
与
式
は
３
月
12
日
、
前

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
に
対
し
出
席
者
全
員
の
黙

祷
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
吹
奏
楽

部
の
演
奏
に
の
っ
て
入
場
し
た
卒

業
生

(

男
子
39
名
・
女
子
43
名)

も
静
か
に
頭
を
垂
れ
て
い
ま
し
た
。

卒
業
証
書
授
与
の
あ
と
西
村
校

長
は
、
大
震
災
の
被
害
地
に
対
し

て
お
悔
み
、
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
、｢

中
学
校
で
の
貴
重
な
体
験

の
中
か
ら
得
た
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
、
夢
を
持
ち
続
け
て
力
強
く
生

き
抜
い
て
ほ
し
い｣

と
激
励
し
ま

し
た
。
町
長
、
町
議
会
議
長
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
の
お
祝
い
の
言
葉
の
あ

と
、
在
校
生
を
代
表
し
て
田

凌

典
君
が

｢

先
輩
方
は
私
た
ち
の
大

き
な
目
標
で
し
た｣

と
別
れ
を
惜

し
み
、
卒
業
生
側
か
ら
は
生
徒
会

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
日�
夏
美
さ

ん
が

｢

楽
し
さ
、
く
や
し
さ
に
満

ち
た
３
年
間
で
し
た｣

と
振
り
返
っ

て

｢

嘉
島
中
学
で
培
っ
た
強
い
絆

を
宝
も
の
と
し
て
前
進
し
ま
す｣

と
応
え
ま
し
た
。

｢

仰
げ
ば
尊
し｣

｢

校
歌｣

の

斉
唱
で
は
涙
ぐ
む
生
徒
も
。
卒
業

記
念
品
が
贈
ら
れ
た
あ
と
卒
業
生

全
員
が
ス
テ
ー
ジ
に
並
び

｢

旅
立

ち
の
日
に｣
｢

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ｣

の
二

曲
を
力
い
っ
ぱ
い
歌
っ
て
別
れ
を

告
げ
ま
し
た
。

嘉島中学校

������������
式式のの開開始始前前､､東東日日本本大大震震災災のの犠犠牲牲者者にに出出席席者者全全員員でで黙黙祷祷をを

送送辞辞・・田田 凌凌典典君君

卒卒業業生生全全員員ででのの合合唱唱もも““旅旅立立ちち””でですす
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��������������������������������������������
３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
、

突
如
と
し
て
東
北
地
方
、
関
東
地

方
を
襲
っ
た
東
日
本
大
震
災
は
、

太
平
洋
沿
岸
の
地
域
を
大
津
波
で

想
像
を
絶
す
る
壊
滅
的
な
被
害
を

も
た
ら
し
、
未
だ
に
復
興
の
目
途

さ
え
た
た
な
い
現
状
で
す
が
、
そ

の
惨
状
に
心
を
打
た
れ
、
再
起
を

願
う
人
々
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
わ
が
町
で
も
直
ち
に
義

援
金
100
万
円
を
県
の
窓
口
に
届
け

る
一
方
、
町
議
会
議
員
一
同
、
役

場
職
員
一
同
の
募
金
、
役
場
で
受

け
付
け
た
分
、
及
び
正
面
玄
関
他

に
設
け
た
募
金
箱
に
寄
せ
ら
れ
た

募
金
を
含
め
て
76
万
２
５
６
５
円

の
義
援
金
を
届
け
ま
し
た
。

幼
光
保
育
園
の
園
児
た
ち
も
３

月
17
・
18
の
両
日
、
午
後
４
時
か

ら
１
時
間
、
熊
本
ク
レ
ア
と
ヒ
ロ

セ
の
２
ヶ
所
で
募
金
活
動
を
行
い

ま
し
た
。｢

東
日
本
の
お
友
だ
ち

に
出
来
る
こ
と
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い｣

と
、
そ
の
時
の
尊
い
募
金

36
万
４
２
３
１
円
を
３
月
22
日
、

荒
木
町
長
に
託
し
て
送
り
届
け
る

た
め
に
役
場
を
訪
れ
、
い
く
つ
も

の
箱
に
収
め
ら
れ
た
募
金
を
手
渡

し
ま
し
た
。
荒
木
町
長
も
目
頭
を

熱
く
し
て

｢

み
な
さ
ん
の
お
気
持

が
伝
わ
る
よ
う
に
届
け
ま
す｣
と

こ
た
え
て
い
ま
し
た
。

��������������������������������������������
納
税
は
国
民
の
義
務
。
毎
年
２
・

３
月
は
確
定
申
告
の
時
期
で
す
。

税
務
課
の
職
員
に
と
っ
て
は
、
納

得
し
て
納
税
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
丁
寧
に
説
明
し
な
が
ら
数
字

の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
き
ま
す
。

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

の
１
ヶ
月
と
い
う
長
丁
場
の
確
定

申
告
の
期
間
で
し
た
が
、
申
告
を

終
え
た
人
の
顔
も
、
な
に
か
し
ら

ほ
っ
と
し
た
感
じ
で
し
た
。

平
成
22
年
度
第
３
回
嘉
島
町
地

域
水
田
農
業
推
進
協
議
会
が

①
平
成
22
年
産
米
及
び
平
成
23
年

産
米
に
つ
い
て

②
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
に

つ
い
て

③
集
落
説
明
会
及
び
図
面
落
し
に

つ
い
て

等
を
議
題
と
し
て
３
月
８
日
に
行

わ
れ
、
主
管
の
農
政
課
か
ら
各
項

目
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
平
成
23
年
産
米
の
国

か
ら
県
へ
の
生
産
数
量
目
標
が
前

年
比
7.6
％
、
わ
が
町
の
生
産
数
量

の
目
標
が
97.5
％
の
２
,
５
０
６
ト

ン
、
目
標
面
積
も
97.3
％
の
440
ha
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
町
内
各

地
区
毎
の
生
産
調
整
目
標
及
び
転

作
目
標
面
積
配
分
等
が
提
示
さ
れ

た
後
、
平
成
23
年
度
の
農
業
者
戸

別
所
得
制
度
の
集
落
説
明
会
及
び

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
米
・
麦
・
大
豆

に
係
る
座
談
会
を
、
３
月
14
日
の

井
寺
を
皮
切
り
に
全
地
区
の
日
程

を
確
認
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

幼幼光光保保育育園園児児のの心心ののここももっったた義義援援金金でですす

�������������������
平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成
22222222222222222222222222
年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度

第第第第第第第第第第第第第
３３３３３３３３３３３３３
回回回回回回回回回回回回回
嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉
島島島島島島島島島島島島島
町町町町町町町町町町町町町
地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域
水水水水水水水水水水水水水
田田田田田田田田田田田田田
農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業
推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進
協協協協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会

確
定
申
告
も

済
み
ま
し
た
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厚
い
雲
が
空
一
面
を
覆
い
、
今

に
も
冷
た
い
氷
雨
が
降
り
そ
う
な

感
じ
の
３
月
６
日
、
恒
例
の
嘉
島

町
消
防
団
出
初
式
が
嘉
島
中
学
校

校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

８
時
50
分
、
爆
竹
を
合
図
に
入

場
行
進
開
始
、
嘉
島
・
御
船
消
防

音
楽
隊
の
軽
快
な
演
奏
に
の
っ
て

堂
々
の
行
進
を
開
始
し
ま
し
た
。

第
１
分
団
48
名
、
第
２
分
団
48
名
、

第
３
分
団
68
名
、
第
４
分
団
66
名

の
制
服
も
凛
々
し
い
団
員
が
、
力

強
い
足
ど
り
で
の
行
進
で
す
。

金
澤
副
団
長
が
総
指
揮
者
と
な
っ

て
の
開
会
式
で
荒
木
町
長
は
、

｢

水
害
の
常
襲
地
帯
で
あ
っ
た
わ

が
町
が
、
町
を
あ
げ
て
の
努
力
で
、

安
全
・
安
心
の
町
へ
大
き
く
変
身

を
遂
げ
た
が
、
町
の
発
展
に
比
例

し
て
交
通
事
故
等
の
人
為
災
害
は

県
下
で
ワ
ー
ス
ト
１
の
デ
ー
タ
も

出
て
い
る
。
諸
君
は
地
域
住
民
の

安
全
確
保
の
キ
ー
マ
ン
だ
。
現
状

を
強
く
認
識
し
、
わ
が
町
の
防
災

の
要
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る｣

と
激
励
し
た
後
、

西
田
団
長
も

｢

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
大
地
震
の
よ
う
な
自
然
災
害

が
、
も
し
わ
が
町
で
発
生
し
た
ら

我
々
は
如
何
に
対
応
で
き
る
か
、

を
考
え
る
と
、
改
め
て
心
を
引
き

締
め
ざ
る
を
得
な
い
。
団
員
の
減

少
、
実
体
験
の
不
足
等
、
課
題
は

山
積
し
て
い
る
。
諸
君
は
生
活
の

基
盤
で
あ
る
家
族
、
職
場
を
大
切

に
し
、
心
は
常
に
出
動
で
き
る
心

掛
け
を
持
っ
て
い
て
欲
し
い｣

と

檄
を
と
ば
し
ま
し
た
。
来
賓
祝
辞

の
あ
と
表
彰
に
う
つ
り
消
防
歴
20

年
以
上
の
精
績
章
を
は
じ
め
、
消

防
団
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
人
々

に
対
し
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

選
手
宣
誓
は
第
１
分
団
第
２
部

の
西
村
建
彦
団
員
。
全
分
団
旗
・

部
旗
に
囲
ま
れ
て
力
強
く
宣
誓
を

行
い
、
セ
レ
モ
ニ
ー
を
終
了
し
ま

し
た
。
す
ぐ
に
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

の
登
場
で
す
。
嘉
島
保
育
園
、
幼

光
保
育
園
、
嘉
島
幼
稚
園
の
園
児

た
ち
が
法
被
を
着
て
、
町
長
に
よ

る
通
常
点
検
を
受
け
た
あ
と
、
防

火
の
誓
い
を
大
き
な
声
で
唱
え
て

拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
通
常
点
検
開
始
で
す
。

町
長
、
教
育
長
、
総
務
課
長
、
団

長
が
点
検
者
と
な
り
、
点
検
を
受

け
る
団
員
の
姿
勢
、
動
き
な
ど
を

上
益
城
消
防
署
の
９
人
の
職
員
が

分
散
し
て
綿
密
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
き
ま
し
た
。

通
常
点
検
を
終
え
、
ほ
っ
と
し

た
の
も
束
の
間
、
町
民
体
育
館
前

で
の
放
水
に
よ
る
玉
落
し
競
技
に

移
り
ま
し
た
。
合
図
と
共
に
水
利

か
ら
100
ｍ
先
の
標
的
に
向
か
っ
て

ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
、
放
水
で
３
つ

の
籠
に
入
っ
た
ボ
ー
ル
を
落
し
ま

す
。
各
部
と
も
選
ば
れ
た
団
員
の

動
作
は
き
び
き
び
し
て
ま
っ
た
く

遜
色
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
に
は

ホ
ー
ス
が
破
れ
て
大
噴
水
が
あ
が

る
場
面
も
。
全
部
が
見
事
な
連
繋

プ
レ
ー
で
玉
落
し
成
功
で
す
。

予
定
さ
れ
た
行
動
が
終
り
、
あ

と
は
結
果
を
待
つ
だ
け
。
消
防
音

楽
隊
が〝

団
員
の
皆
さ
ん
、
ご
く

ろ
う
さ
ま〟

と
楽
し
い
演
奏
で
な

ご
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

成
績
発
表
は
増
本
上
益
城
消
防

署
長
。｢

や
っ
た｣

と
こ
ぶ
し
を

握
る
部
も
。
表
彰
が
あ
っ
て
予
定

さ
れ
た
行
事
は
無
事
終
了
。

六
嘉
教
育
長
の
発
声
で
万
歳
三

唱
。
出
初
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

団

長

西
田

良
一

副
団
長

金
澤

清
二

副
団
長

榮

光
男

第
４
分
団
長

本
田

竜
太

第
２
分
団
第
２
部

鋤
野

民
夫

第
３
分
団
第
３
部

田
端

秀
行

第
３
分
団
第
３
部

齊
藤

雄
一

第
４
分
団
第
２
部

本
田

潤
一

第
４
分
団
第
４
部�
木

啓
志

第
４
分
団
第
４
部

中�
潤

第
３
分
団
第
２
部

上
田

信
久

第
１
分
団
第
１
部

清
村

将
紀

第
１
分
団
第
１
部

清
村

彰
洋

第
４
分
団
第
３
部

杉
野

倫
誉

第
４
分
団
第
４
部

竹
田

健
二

第
２
分
団
第
２
部

栗�
省
吾

第
２
分
団
第
２
部

中
冨

正

第
３
分
団
第
１
部

岩
永

一
精

第
３
分
団
第
３
部

前
田

茂

第
４
分
団
第
３
部

塚
本

信
治

平平成成2233年年 嘉嘉島島町町消消防防団団出出初初式式 ((物物故故者者にに黙黙祷祷))

表
彰
さ
れ
た
団
員

(

敬
称
略)

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精

績

章

消
防
歴
20
年
以
上
の
団
長
及
び
副
団
長

熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

功

績

章

消
防
歴
20
年
以
上
の
団
員

勤

績

章

消
防
歴
15
年
以
上
の
団
員

'11 �
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フファァンンフファァーーレレ

団団長長をを先先頭頭にに堂堂々々のの入入場場行行進進

選選手手宣宣誓誓
第第１１分分団団第第２２部部・・西西村村建建彦彦団団員員

全全分分団団旗旗・・部部旗旗にに囲囲ままれれてて ��������������幼幼光光保保育育園園幼幼年年消消防防ククララブブ 嘉嘉島島保保育育園園幼幼年年消消防防ククララブブ

嘉嘉島島・・御御船船消消防防音音楽楽隊隊がが楽楽ししいい曲曲をを 嘉嘉島島幼幼稚稚園園幼幼年年消消防防ククララブブ

次
頁
へ

'11 �

第第４４分分団団のの行行進進



― 10 ―

第
１
分
団
長

富
嶋

信
行

第
４
分
団
第
２
部

中
村

雅
樹

第
１
分
団
第
２
部

蜂
屋

綾
一

第
１
分
団
第
２
部�
田

洋
治

第
２
分
団
第
２
部

蜂
屋

淳
一

第
１
分
団
第
１
部�
松

克
行

第
１
分
団
第
２
部

松
永

浩
典

第
２
分
団
第
１
部

森
嶋

奨

第
２
分
団
第
３
部

中
林

龍
浩

第
３
分
団
第
１
部

鉄
田

広
大

第
４
分
団
第
１
部

安
藤

博
士

第
４
分
団
第
２
部

外
村

浩
司

第
４
分
団
第
２
部

田
中

大
輔

優
良
団
員
表
彰

消
防
歴
10
年
以
上
の
優
良
団
員

通
常
点
検

１
位

第
４
分
団
第
４
部(

犬
渕)

２
位

第
３
分
団
第
１
部(

上
島)

３
位

第
４
分
団
第
１
部(

高
田)

玉
落
し
競
技

１
位

第
１
分
団
第
１
部(

井
寺)

１
位

第
１
分
団
第
２
部(

下
六
嘉)

３
位

第
３
分
団
第
２
部(

鯰)

年
末
警
戒

１
位

第
１
分
団
第
１
部(

井
寺)

２
位

第
１
分
団
第
２
部(

下
六
嘉)

３
位

第
４
分
団
第
４
部(

犬
渕)

競
技
結
果

(同タイム)

通通常常点点検検

ききびびししいいチチェェッッククのの目目がが�����������������������������������������������
通通常常点点検検１１位位 第第４４分分団団第第４４部部

年年末末警警戒戒１１位位 第第１１分分団団第第１１部部第第１１分分団団第第２２部部

第第１１分分団団第第１１部部�������������
'11 �
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遊
戯
室
中
央
に
敷
か
れ
た
桜
色

の
じ
ゅ
う
た
ん
を
卒
園
児
が
元
気

よ
く
入
場
し
て
き
ま
し
た
。
３
月

18
日
、
晴
れ
て
卒
園
を
迎
え
た
の

は
31
名(

男
子
13
名
・
女
子
18
名)
。

赤
星
園
長
か
ら

｢

お
め
で
と
う
。｣

の
言
葉
と
い
っ
し
ょ
に
修
了
証
書

が
手
渡
さ
れ
、
荒
木
町
長
や
松
永

後
援
会
会
長
か
ら
祝
福
を
受
け
ま

し
た
。
目
に
涙
を
い
っ
ぱ
い
た
め

た
卒
園
児
の
親
御
さ
ん
た
ち
も
い

ま
し
た
が
、
園
児
た
ち
は
一
人
一

人
は
っ
き
り
と
し
た
口
調
で
楽
し

か
っ
た
思
い
出
を
伝
え
合
い
ま
し

た
。｢

よ
ろ
こ
び
の
う
た｣

で
は
、

園
児
、
お
母
さ
ん
、
先
生
ら
が
各

パ
ー
ト
を
歌
い
合
い
、
希
望
に
満

ち
た
卒
園
式
と
な
り
ま
し
た
。

もうすぐ
たのしい１年生
“よろこびのうた”

嘉島幼稚園

【自動車税の納付は５月31日までに】
自動車税の納税通知書を５月初めにお送りしています｡
納期限の５月31日 (火) までに､ 最寄りの金融機関や
コンビニエンスストア､ 県地域振興局税務課､ 熊本県税
事務所､ 自動車税事務所で納めていただきますようお願
いします｡
【環境への配慮から自動車税の税額が増減されます】
環境への配慮から､ 排気ガスや燃費性能が優れた環境負荷の小さい自動車 (新車) は登録の翌年度
の自動車税が軽減され､ 一定年数を経過した環境負荷の大きい自動車は自動車税が加算されます｡
＊平成23年度に自動車税が加算 (約10％) される自動車
・ガソリン・ＬＰＧ車 平成10年３月31日以前の登録のもの
・ディーゼル車 平成12年３月31日以前の登録のもの

【お問い合わせ先】
熊本県上益城地域振興局 税務課� (096) 282-3419 FAX (096) 282-2961

電子メール kamisouzeimu@pref.kumamoto.lg.jp

自動車税についてのお知らせ

'11 �
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い
っ
こ
う
に
減
ら
な
い

｢

ご
み｣

に
対

応
す
る
委
員
会

(

委
員
長
＝
荒
木
町
長)

が
３
月
15
日
、
役
場
会
議
室
で
開
か
れ
平

成
22
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
実
績
報

告
、
優
良
団
体
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
総
排
出
量
は
21
万
４

０
３
３
㎏
で
前
年
比
5.1
％
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
地
域
美
化
で
よ
り
よ
い
地
域
環
境

を
作
る
一
助
と
し
て
の

｢

春
の
町
内
一
斉

清
掃｣
を
４
月
17
日

(

日
曜
日)

に
実
施

す
る
こ
と
、
そ
の
際
の
注
意
事
項
等
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
も
た
れ
ま
し
た
。

“よりよい環境作りは
各個人の心がけから”
ごみ問題対策実行委員会

今年も鯉のぼりが元気に空を泳ぐ季節となりました｡

鯉のぼりが電線にかかると､ 感電の危険があります｡

鯉のぼりを設置する場合は､ 電線にかからないように場所を選びましょう｡

また､ 釣りをおこなう場合等についても電線にかからないよう注意しましょ

う｡

もし電線にかかっても､ 鯉のぼりや釣り糸等を取ろうとして､ 電柱・鉄塔に

昇ったり､ 竿でつついたりせず､ 九州電力㈱熊本東営業所までご連絡下さい｡

【ご連絡先：九州電力㈱熊本東営業所

：�0120-986-604 (コールセンター) 】
九州電力からのお願い

��������������������������������������������������������

リサイクル
優良団体

１
位

三
郎
無
田

２
位

上
六
嘉

３
位

犬

渕

地区名 世帯数
ビン類
(㎏)

世帯割
(㎏)

新聞･雑誌
(㎏)

世帯割
(㎏)

ダンボール
(㎏)

世帯割
(㎏)

古布
(㎏)

世帯割
(㎏)

アルミ缶
(㎏)

世帯割
(㎏)

総計 総排出量
対前年比排出量(㎏)世帯割(㎏) 順位

下六嘉 278 1,903 6.8 24,430 87.9 2,180 7.8 1,490 5.4 570 2.1 30,573 110.0 ４(４) 5.1%

三郎無田 40 348 8.7 4,120 103.0 1,000 25.0 320 8.0 170 4.3 5,958 149.0 １(１) 5.4%

井 寺 188 1,406 7.5 13,360 71.1 880 4.7 1,460 7.8 410 2.2 17,516 93.2 ７(８) 20.4%

北甘木 200 1,389 6.9 16,790 84.0 1,060 5.3 920 4.6 470 2.4 20,629 103.1 ５(６) 11.3%

上六嘉 218 2,052 9.4 21,830 100.1 1,710 7.8 1,040 4.8 870 4.0 27,502 126.2 ２(３) 6.9%

西 村 198 459 2.3 7,080 35.8 690 3.5 660 3.3 450 2.3 9,339 47.2 11(12) -2.7%

上 島 522 1,273 2.4 24,460 46.9 2,130 4.1 2,560 4.9 660 1.3 31,083 59.5 ９(11) 5.3%

鯰 771 1,288 1.7 19,770 25.6 1,750 2.3 1,840 2.4 590 0.8 25,238 32.7 13(13) 18.6%

滝河原 227 691 3.0 9,580 42.2 2,070 9.1 590 2.6 390 1.7 13,321 58.7 10(10) 2.1%

高 田 97 242 2.5 3,380 34.8 300 3.1 360 3.7 200 2.1 4,482 46.2 12(９) -35.9%

上仲間 110 439 4.0 8,200 74.5 480 4.4 770 7.0 510 4.6 10,399 94.5 ６(７) 6.2%

下仲間 120 1,028 8.6 8,200 68.3 470 3.9 670 5.6 290 2.4 10,658 88.8 ８(５) -9.9%

犬 渕 59 945 16.0 5,050 85.6 460 7.8 510 8.6 370 6.3 7,335 124.3 ３(２) -9.4%

計 3,028 13,463 4.4 166,250 54.9 15,180 5.0 13,190 4.4 5,950 2.0 214,033 70.7 5.1%

※ 世帯割は､ 平成22年４月１日現在の世帯数で算出｡ 北甘木区については､ 特別養護老人ホーム50世帯を除く｡
※ 総計の順位欄の ( ) は､ 昨年度の順位｡

平成22年度 リサイクル事業年間実績表

'11 �
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｢
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
は
、

こ
ん
な
に
歌
も
う
ま
く
な
っ
た
よ｣

生
活
発
表
会
が
２
月
26
日
開
か
れ

ま
し
た
。

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
も
早
く

か
ら
来
園
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

全
園
児
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の

｢

う
た
え
バ
ン
バ
ン｣

で
幕
開
け
。

園
長
先
生
の
お
話
の
あ
と
は
園

児
た
ち
が
練
習
し
て
き
た
成
果
の

発
表
で
す
。
た
い
こ
・
ダ
ン
ス
・

う
た
・
お
話
と
次
々
に
登
場
し
て

ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
元
気
印
を

ふ
り
ま
き
ま
す
。
ラ
ス
ト
は
全
園

児
が

｢

つ
よ
い
こ

よ
い
こ

か

し
こ
い
こ

か
し
ま
よ
う
ち
え
ん｣

を
歌
い
あ
げ
て
幕
と
な
り
ま
し
た
。

ん
だ
ん
そ
の
面
白
さ
に
夢
中
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
金
の
か
か
ら
な

い
健
康
な
遊
び
が
復
活
す
れ
ば
い

い
で
す
ね
。

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
れ
ば
わ
い

わ
い
や
っ
て
い
た
昔
の
な
つ
か
し

い
遊
び
を
今
の
子
ど
も
に
も
そ
の

楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と

東
小
学
校
の
１
年
生
を
対
象
に
し

た

｢

昔
遊
び
大
会｣

が
３
月
７
日

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
地
元
の
大
先
輩
の
み
な

さ
ん
。
竹
馬
、
お
手
玉
、
羽
子
板
、

め
ん
こ
、
け
ん
玉
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
に
別
れ
て
、
い
っ
し
ょ
に
遊
び

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
は
じ
め
て

の
遊
び
だ
け
に
、
な
れ
な
い
手
付

き
で
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
だ

““昔昔のの子子どどももたたちちのの遊遊びびははねね””

めめんんここ 竹竹馬馬

おおひひななささままがが見見てていいまますす

生生活活発発表表会会

二
つ
並
ん
だ
大
き
な
雛
壇
か
ら

園
児
た
ち
の
成
長
と
幸
福
を
祈
っ

て
お
雛
さ
ま
た
ち
が
見
詰
め
て
い

ま
す
。
３
月
３
日
、
嘉
島
幼
稚
園

で
は
可
愛
い
、
洋
服
に
身
を
包
ん

だ
園
児
た
ち
の

｢

ひ
な
ま
つ
り｣

園
長
先
生
の
お
話
の
あ
と
、
さ
っ

そ
く
町
の
文
化
協
会
茶
道
部
の
人

た
ち
が
抹
茶
を
立
て
て
手
渡
し
ま

す
。
お
菓
子
は
と
っ
く
に
食
べ
て

両
手
で
大
き
な
茶
椀
を
か
か
え
ま

す
。｢

に
が
〜
い｣

と
言
う
園
児

も
。
で
も
み
ん
な
お
行
儀
よ
く
楽

し
ん
だ｢

ひ
な
ま
つ
り｣

で
し
た
。

ひ
な
ま
つ
り

���������������� �������������
���

｢

こ
ぎ
ゃ
ん
し
て
遊
ぶ
と
た
い｣

東
小
で
昔
遊
び
大
会

嘉
島
幼
稚
園
二
題

'11 �
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現
在
、
農
業
経
営
の
上
で
も
、

農
地
・
水
等
環
境
保
全
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
戸
別

所
得
補
償
制
度
の
本
格
実
施
に
併

せ
て
、
こ
れ
と
は
切
り
離
し
て
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
等
高
度

化
し
た
支
援
対
策
を
講
じ
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
説
明
会
が
３
月
11

日
役
場
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

農
政
課
員
が
説
明
に
当
り
、
支
援

対
策
の
概
要
、
支
援
の
対
象
者
、

支
援
の
対
象
と
な
る
取
組
み
、
支

援
の
水
準
、
交
付
金
の
交
付
ま
で

の
流
れ
、
手
続
き
等
に
つ
い
て
叮

寧
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

基
本
的
に
は
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
要
件
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
の
環
境
浄
化
の
大

き
な
支
柱
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

“農業環境の保全を”
環境保全型

農業支援対策に係る
説明会

熊本河川国道事務所では､ 河川の適正な管理のため､ 年２回､ 白川・緑川堤防の除草を行っ
ています｡
この除草では約2,090ｔ (推計) の刈草が発生しますが､ 環境への負荷を減らし､ 資源を有
効活用するため､ 刈草を地域の方々に無償で提供する取り組みを実施しています｡ 刈草は､ 敷
き草や堆肥などに活用することが考えられます｡
白川・緑川の刈草を使ってみたい方はご連絡下さい｡
また､ 河川内の伐採した木・竹が必要な方も連絡頂ければ､ 伐採した際にこちらからご連絡
させて頂きます｡
○注意事項 提供できる量､ 時期､ 方法には限りがありますので､ お問い合わせ下さい｡

現地まで取りに来て頂く方を優先します｡
転売目的でない方に限ります｡
刈草にはゴミ等の不純物が混じっていることがあります｡
詳細については､ 問い合わせ下さい｡

○申し込み〆切 １回目 平成23年６月30日 ２回目 平成23年10月31日
刈草の提供先や量の調整のため､ 一度しめ切らせて頂きますが､ 問い合わせは随時受け
付けております｡
○問い合わせ先
国土交通省 熊本河川国道事務所
・河川管理課 �382-1111
・白川出張所 白川 �343-4072
・緑川下流出張所 緑川 (蓍町橋から下流)､ 浜戸川､ 加勢川�357-1797
・緑川上流出張所 緑川 (蓍町橋から上流)､ 御船川 �282-7337

白川・緑川の刈草を提供します
熊本河川国道事務所

'11 �
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☆ 『特定健診』 は､ 医療保険者 (国保・協会健保・共済など) での実施となり､ 各人が加入している ｢医
療保険｣ から別途案内されますが､ がん検診などは従来通り町で実施しています｡ 受診を希望される方は
町が送付する申込書でお申し込み下さい｡
また､ 新たに生活習慣病 (高血圧症や糖尿病など) で医療機関で治療を受けている方も､ 特定健診の対

象となります｡
☆健康は自分でつくり､ 自分でまもる大切な財産です｡ 年に一度は必ず健診を受診し､ ｢からだの点検｣ ・
｢生活習慣の見直し｣ を行い､ 健康管理に努めましょう｡
☆健診内容の詳細などにつきましては､ 各世帯 ｢健診案内｣ を送付します｡ また､ 嘉島町ホームページに
も掲載予定です｡

平成23年度嘉島町及び嘉島町国民健康保険が実施する住民健診予定表

健診を受診される皆様へ
※ 対象者の年齢は平成24年３月31日現在での到達年齢です｡
※ 健診受診申し込み書を４月１日 (金) から各世帯に配布します｡ 健診を希望される方は申込み書に必
要事項を記入し､ ４月末日までに嘉島町役場町民課保健係まで提出ください｡ (期日厳守でお願いしま
す｡) 申込書の記載事項を基に受診に関する案内 (問診表など) を送付します｡
各種健診についてのお問い合わせはこちら

嘉島町町民課保健係 � (237) 2574 嘉島町保健センター � (237) 2300
嘉島町国民健康保険

県花き協会カーネーション部会が主催するカーネーション品評会が熊本クレアで２／18～２／21に開催
されました｡ 熊本クレアでの開催は今回で３回目となり､ 店内展示された色とりどりのカーネーションが
買い物客の目を楽しませていました｡
嘉島町では三郎無田の友田良子さんが銀賞に輝くなど活躍をされました｡

県内のカーネーション ｢100点｣ が熊本クレアに集結！
��������������������������������������������������������

嘉島町及び嘉島町国民健康保険では
平成23年度の住民健診を下記のとおり予定しています

検 診 項 目 対 象 者 料 金 日 程

かしまドック 嘉島町国民健康保険に加入する40歳以上75歳未満の方
(Ｓ11. ９. １～Ｓ47. ３. 31生まれの方)

男性7,000円
女性9,000円 ７月～９月中

特定健診 1,000円

平成23年
８月31日 (水) ～
９月６日 (火)
(ただし土日は除く)

後期高齢者健診 ①75歳以上の方
②Ｈ23. ８. 31までに後期高齢者医療制度の対象となられた方 800円

肺がん検診

40歳以上の方

300円
胃がん検診 900円
大腸がん検診 300円
超音波検診 1,100円
子宮がん検診 20歳以上の女性 700円
乳がん検診 40歳以上の女性 (マンモグラフィ＋乳エコー) 1,100円
結核検診 65歳以上の方 無料
骨粗しょう症検診 満40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳の女性 1,400円
前立腺がん検診 50歳以上の男性 800円
Ｂ型･Ｃ型肝炎ウィルス検診 満40歳の方で､ これまでに肝炎ウイルス健診を受診したことのない方 600円

'11 �
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美
し
く
住
み
よ
い
私
た
ち
の
町

の
道
路
、
河
川
敷
、
空
地
等
に
散

乱
し
て
い
る
ご
み
を
拾
い
、
自
分

達
の
手
で
き
れ
い
な
環
境
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

ご
自
分
の
家
の
周
辺
だ
け
で
な

く
ふ
だ
ん
気
付
か
な
い
よ
う
な
所

も
き
れ
い
に
し
て
地
域
の
環
境
美

化
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

○
粗
大
ご
み
収
集

４
月
17
日
は
、
町
内
一
斉
清
掃

に
併
せ
て

『

粗
大
ご
み』

を
収
集

し
ま
す
。

必
ず
決
め
ら
れ
た
時
間
に
、
各

地
区
で
指
定
さ
れ
た
収
集
場
所
に

出
し
て
下
さ
い
。

(

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出
さ

な
い
で
下
さ
い
。)

☆
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

『

粗
大
ご
み』

は
、
燃
え
な
い

ご
み
で
あ
っ
て
、
町
指
定
ご
み
袋

に
入
ら
な
い
大
き
さ
の
ご
み
で
す
。

町
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
大
き

さ
の
燃
え
る
ご
み
は
、
益
城
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
自
己
搬
入
し
て
下

さ
い
。 建

設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

４
月
17
日(
日
曜
日)

は
、

春
の
町
内
一
斉
清
掃
の
日
で
す

西 地 区

期日 実施場所 時 間

４
月
27
日

(

水)

上 島 公 民 館 午前８時50分～午前９時30分

鯰 公 民 館 午前９時40分～午前10時20分

上仲間公民館 午前10時30分～午前10時50分

下仲間公民館 午前11時00分～午前11時20分

犬 渕 公 民 館 午後１時30分～午後１時50分

高 田 公 民 館 午後２時00分～午後２時20分

西小学校西側消防倉庫前 午後２時30分～午後３時10分

東 地 区

期日 実施場所 時 間

４
月
26
日

(

火)

西村(文化センター) 午前８時50分～午前９時20分

上六嘉公民館 午前９時30分～午前10時10分

北甘木公民館 午前10時20分～午前10時50分

井 寺 公 民 館 午前11時00分～午前11時30分

下六嘉公民館 午後１時30分～午後２時10分

三郎無田公民館 午後２時20分～午後２時40分

東小学校正門前 午後２時50分～午後３時20分

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

町
で
は
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。ご

家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と

適
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

水
質
検
査
を
さ
れ
る
方
は
、
役

場
の
建
設
課
環
境
係
に
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。

水
質
検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪

問
し
て
採
水
し
、
そ
の
結
果
が
後

日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

検
査
費
用
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
検
査
費
用

10
項
目

２�
０
０
０
円
程
度

※
項
目
数
等
に
よ
り
費
用
額
が

異
な
り
ま
す
。

○
後
日
、
町
補
助
金
を
交
付
検
査

費
用
の
２
分
の
１

(

百
円
未
満
切
捨
て)

お
問
い
合
わ
せ
は

�
２
３
７－

２
６
１
９

(

直
通)

建
設
課
環
境
係
ま
で

嘉
島
町
と
国
土
交
通
省
が
連
携

し
て
蓍
町
橋
下
の
緑
川
河
川
敷
に

整
備
を
進
め
て
い
た

｢

高
田
み
ん

な
の
広
場
公
園｣

が
４
月
１
日
に

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
概
要
は
、

・
芝
生
広
場
約
２
ha

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
約
２
ha

・
駐
車
場
75
台
分

他
、
学
習
広
場
、
周
回
路
等
で
す
。

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
利
用
料

・
１
人
１
日
に
つ
き
300
円

・
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
貸
出
100
円

(

但
し
、
芝
生
の
状
態
が
未
完
全

な
の
で
平
成
23
年
10
月
ま
で
は
無

料
と
し
ま
す
。)

※
開
園
時
間

・
10
月
〜
４
月

８
時
〜
17
時

・
５
月
〜
９
月

７
時
〜
18
時

皆
さ
ん
が
心
地
よ
く
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
左
記
の
事
項

を
徹
底
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
飲
酒
、
花
火
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
禁
止

・
ペ
ッ
ト
の
持
込
み
禁
止

(

盲
導

犬
・
介
助
犬
を
除
く)

・
車
両
の
乗
り
入
れ
禁
止

・
ゴ
ル
フ
等
周
囲
に
危
険
を
及
ぼ

す
球
技
の
禁
止

・
ご
み
の
持
ち
帰
り

み
ん
な
の
公
園
で
す
。
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
く
安
全

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

(

お
問
い
合
わ
せ)

役
場
建
設
課
都
市
計
画
係

�
２
３
７－

２
５
９
７

(

直
通)

高田みんなの広場公園が供用開始されました｡

飲
料
水
の
水
質
検
査
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

(

都
合
の
よ
い
所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
料
金
は
一
頭
当

り
３
千
円
で
す
。
登
録
し
て
い
な
い
犬
は
別
途
登
録
料
３

千
円
が
必
要
で
す
。)

� � � � � � � � � � � � � �
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小児救急電話相談事業について������������������
児童扶養手当額が変更になります！

野鳥は春に繁殖期に入り､ 夏頃まではヒナを育てるために盛んに活動します｡ 巣立ちをしたばかりのヒ
ナ鳥はうまく飛べずに巣から落ちている場合もありますが､ 必ず親鳥が世話をします｡ 人が近くにいると
親鳥はヒナ鳥に近づけませんので､ 落ちているヒナ鳥は拾わずにそのままにしておいてください｡ また､
熊本県では５月10日からの１ケ月間を野鳥保護指導取締強化と定め､ 違法捕獲等の防止に取り組んでいま
す｡ 県民の皆様には野鳥保護へのご理解と違法捕獲や違法飼養の防止についての呼びかけを強めることと
していますので､ ご協力のほどお願いします｡
(お問い合わせ先)
熊本県上益城地域振興局林務課 �282-2111 熊本県自然保護課野生鳥獣班 �333-2275 (直通)

｢繁殖期における野鳥の保護及び
野鳥保護指導取締等強化について｣

ひとり親家庭に支給されている児童扶養手当額が平成23年４月分から変更になります｡

個人によって異なりますが､ 月額40円～170円減額となります｡

これにより､ ８月支給分の手当は証書額と異なりますのでご注意下さい｡

児童扶養手当に関するお問い合わせは 町民課福祉係まで �096-237-2576
ミツバチは､ 採蜜はもとより果樹類やいちご､ メロン､ すいか等の園芸作物の花粉交配には

不可欠で､ 農業でも重要な役割を担っています｡

これからカンキツ類の開花期を迎えますが､ この時期の農薬散布にあたっては､ 次の３点に留意しミツ

バチの大量死亡事故が起きないよう十分注意しましょう｡ ①農薬ラベルの使用上の注意事項をよく確認し､
ミツバチに影響のある薬剤を使用する場合は特に注意する｡ ②近くの養蜂家と巣箱の位置や防除計画など
事前に情報交換する｡ ③防除時は､ ほ場周辺を十分確認しミツバチや巣箱に農薬がかからないよう､ 注意
する｡ (問い合わせ先) 熊本県農業技術課 (�333-2381)､ 畜産課 (�333-2401) 又は最寄りの各地域振興
局 (熊本農政事務所) 農業普及・振興課までおたずねください｡��������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������
熊本県では､ 子どもの急な病気に対する保護者の不安を解消するため､ 県下全域を対象として､ 夜間に

おける小児救急に関する相談を受け付けています｡

受付は､ 毎日､ 午後７時から午前０時まで､ 相談員は看護師又は必要に応じて小児科医が対応しています｡

電話番号は､ ｢＃ (シャープ) 8000番｣ (ただし､ダイヤル回線､ＩＰ電話､ 光電話からは､ 096-364-9999)
です｡
急な病気に関する応急処置や受診可能な医療機関についての情報を提供していますので､ ご利用ください｡

●手当額について●
(平成22年度) (平成23年度)

・全部支給 (月額) 41,720円 → 41,550円
・一部支給 (月額) 41,710円 → 41,540円

～9,850円 ～9,810円������������������������������������������������������������������������
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人
権
問
題
の

正
し
い
理
解
の
た
め
に

[その229]

｢

い
じ
め｣

ひ
と
を
い
じ
め
る
理
由
が
あ
る

の
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

『

そ
の
子
が
好
き
だ
か
ら
。
そ

の
子
と
か
か
わ
り
あ
い
た
い
か
ら
。

そ
の
子
が
嫌
い
だ
か
ら
。
人
と
違

う
か
ら
。
太
っ
て
い
る
か
ら
。
や

せ
て
い
る
か
ら
。
背
が
低
い
か
ら
・

高
い
か
ら
。
勉
強
が
で
き
な
い
か

ら
・
で
き
る
か
ら
。
な
ん
で
も
上

手
だ
か
ら
・
下
手
だ
か
ら
。
か
っ

こ
い
い
か
ら
・
わ
る
い
か
ら
。
そ

の
子
に
頭
に
く
る
か
ら
。
む
し
ゃ

く
し
ゃ
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
。』

な
ど
な
ど
。

で
も
、
ひ
と
が
ひ
と
を
い
じ
め

て
い
い
理
由
な
ん
て
あ
る
ん
で
し
ょ

う
か
？
あ
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん

ね
。
ひ
と
が
ひ
と
を
傷
つ
け
た
り

苦
し
め
た
り
、｢

命｣

を
奪
う
ま

で
追
い
込
ん
だ
り
し
て
い
い
理
由

な
ん
て
、
あ
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ

ん
よ
ね
。
い
じ
め
は

｢

犯
罪｣

で

す
。｢

暴
力｣

で
す
。｢

差
別｣

｢

抑
圧｣

で
す
。｢

人
権
無
視｣

で

す
。い

じ
め
や
無
関
心
は
人
を
大
切

に
し
な
い
こ
と
で
す
。｢

お
ま
え

な
ん
か
死
ん
で
し
ま
え
。
お
ま
え

の
こ
と
な
ん
て
、
ど
う
な
っ
た
っ

て
知
っ
た
こ
っ
ち
ゃ
な
い
。
自
分

さ
え
よ
け
れ
ば
人
の
心
の
痛
み
な

ん
か
ど
う
で
も
い
い
。｣

と
い
う

自
己
中
心
的
な
冷
た
い
考
え
方
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。｢

自
分
だ

け
、
自
分
の
家
族
だ
け
。
自
分
の

国
だ
け｣

と
い
う
の
は
戦
争
に
つ

な
が
る
考
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
い
じ
め
る
ひ
と
は
自
分
が

大
切
に
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ひ
と
を
大
切

に
し
ま
せ
ん
。
自
分
に
誇
り
を
持
っ

て
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
ひ
と
を
尊

敬
し
ま
せ
ん
。
自
分
を
尊
敬
で
き

な
い
し
自
分
に
誇
り
を
も
て
て
い

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
ひ
と
を
愛
し
ま

せ
ん
。
す
べ
て
の
ひ
と
が
心
の
痛

み
を
も
ち
、
幸
せ
に
な
り
た
い
と

い
う
願
い
を
も
っ
て
自
分
の
い
の

ち
を
精
一
杯
輝
か
せ
て
生
き
て
い

ま
す
。

自
分
の
い
の
ち
も
人
の
い
の
ち

も
大
切
に
し
た
い
し
、
み
ん
な
が

幸
せ
に
生
き
れ
る
社
会
は
、
自
分

や
ひ
と
を
信
じ
、
愛
す
る
心
に
満

ち
た
社
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
が
ひ
と
を
信
じ
、
愛
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
を
問
う
こ
と

で
す
ね
。 ������������������������������������������������������

知っておきたい������
正
ど
こ
ろ
か
拍
車
が
か
か
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

◇
自
分
の
適
正
体
重
の
把
握
を

ま
ず
、
自
分
の
適
正
体
重
を
客

観
的
に
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

適
正
体
重
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ(

体
格
指
数)

で
判
断
し
ま
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は

体
重
÷
身
長
÷
身
長
で
計
算
し

25
以
上
は
肥
満
、
18.5
未
満
は

｢

や

せ｣

と
判
断
さ
れ
ま
す
。

◇
若
い
と
き
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を

も
と
も
と
日
本
人
に
不
足
し
が

ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
、
食
物
繊

維
な
ど
が
不
足
し
が
ち
で
す
。
カ

ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
骨
が
弱

◇｢

や
せ｣

の
女
性
が

増
え
て
い
る

成
人
男
性

(

30
〜
69
歳)

の
肥

満
者
が
20
年
前
の
1.5
倍
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
成
人
女
性
の

｢

や
せ｣

が
増
加
し
て
お
り
、
20

歳
代
、
30
歳
代
と
も
に
20
年
前
の

２
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

肥
満
が
生
活
習
慣
病
の
原
因
に

な
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り

肥
満
者
は
減
量
し
よ
う
と
努
め
ま

す
。
し
か
し

｢

や
せ｣

の
ほ
う
は

そ
の
危
険
性
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
ば
か
り
か〝

ス
タ
イ
ル
が

い
い〟

と
誤
解

(

？)

さ
れ
、
是

く
な
り
ま
す
。
特
に
女
性
は
閉
経

後
に
骨
粗
鬆
症
に
な
っ
て
、
骨
折

↓
寝
た
き
り
↓
痴
呆
と
い
う
ル
ー

ト
を
辿
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
食
物
繊
維
を
十
分
に

食
物
繊
維
の
不
足
は
便
秘
を
招

き
老
廃
物
が
大
腸
壁
を
刺
激
し
て

｢

が
ん｣

の
原
因
に
な
る
と
も
い

わ
れ
ま
す
。
食
物
繊
維
は
糖
の
吸

収
を
遅
ら
せ
、
余
分
な
脂
肪
を
排

泄
す
る
働
き
を
す
る
の
で
、
不
足

す
る
と
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
な
ど

の
生
活
習
慣
病
に
か
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
や
せ
た
り
太
っ
た
り

を
繰
り
返
し
て
い
る
と
次
第
に
体

脂
肪
率
の
高
い
身
体
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

������������������������������������������������
ポリスインフォメーション�������������������������������������������������������������������������������� � � � �������������������

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
本
当
に
太
っ
て
い
ま
す
か

ー
や
せ
願
望
が
招
く
危
険
ー

防
犯
の
基
本
は
、

｢

ツ
ー
ロ
ッ
ク｣

で
す
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｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題のののののののののののののののののののののの解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決ををををををををををををををををををををををめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててて｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣�. ねたみ差別
昭和40 (1965) 年の同和対策審議会答申に基づき､ 昭和44 (1969) 年以降､
法律による同和対策事業が実施されました｡ それまでの差別の結果によって生
活環境面などに大きな格差があったこと､ さらのその格差が差別意識を助長す
るということを踏まえ､ 差別意識の悪循環を断ち切り､ 同和問題を解決するた
めに､ 国や地方公共団体は各種の事業を進めてきました｡
ところがこのような事業が進んでくると､ ｢同和地区ばかり良くなるのはお
かしい｡ これでは 『逆差別』 ではないか｡｣ という人がいます｡ しかし､ この
ことは ｢同和地区の人は､ 貧しいのが当然だ｡｣ という観念が潜んでいないで
しょうか｡ この観念があると､ 同和対策事業の実施で､ ねたみが生じます｡ い
わゆる ｢ねたみ差別｣ と言われるものです｡�. えせ同和行為
同和問題の解決に取り組む運動団体と誤解させるような組織名を装って､ 高
額な書籍の購入を強要したり､ 不当な寄附を募ったりするといった行為のこと
です｡ これらの行為は､ 同和問題に対する誤った意識を植え付け､ 助長する大
きな原因となっていますが､ その背景には同和問題に対する誤った認識が社会
に存在しているからこそ､ そのような行為が生じているとも言えます｡
法務省が行った ｢平成15年度中におけるえせ同和行為実態把握のためのアン
ケート調査結果｣ では､ 回答のあった2,295事業所のうち､ 不当な要求を受け
た事業所は全体の23.6％にものぼり､ そのうち不当な要求に一部にしろ応じた
事業所は14.6％を占めています｡

どのような差別があるのですか？Ｑ1

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
熊本県人権啓発資料より



― 20 ― '11 �

町民課保健係からのお知らせです (直)�237-2574
①乳幼児・児童医療費助成事業の対象年齢が拡大します
嘉島町の乳幼児・児童医療費助成事業の制度改正があり､ 平成23年４月から下記のとおり

になります｡
それに伴いまして､ ３月末に新しい受給者証 (黄色) を送付しております｡
また､ 新しく対象になられる方は､ 申請が必要です｡ まだ申請がお済みでない方は､ すみ

やかに申請お願いします｡
記

改正前 名 称 ｢嘉島町乳幼児・児童医療費助成事業｣
対象年齢 満12歳に達する日以後の最初の３月31日までの者

(小学６年生まで)
改正後 名 称 ｢嘉島町子ども医療費助成事業｣

対象年齢 満15歳に達する日以後の最初の３月31日までの者
(中学３年生まで)

②麻しん風しん予防接種の実施について
平成23年度の麻しん風しんの定期予防接種の対象となる方は以下のとおりです｡

第１期 (１歳児) ：平成22年４月１日から平成23年３月31日生まれの方
第２期 (小学校就学前１年間にある者) ：平成17年４月２日から

平成18年４月１日生まれの方
第３期 (中学１年生) ：平成10年４月２から平成11年４月１日生まれの方
第４期 (高校３年生) ：平成５年４月２日から平成６年４月１日生まれの方

平成23年度に上記の第２～４期の対象となられる方には､ ４月下旬に個別通知いたします｡
(第１期の対象となられる方には､ 満１歳到達日前後に個別通知いたします) 必ずご確認くだ
さい｡
なお､ 本年４月１日以降に本町に転入された対象者の方は嘉島町役場町民課�237-2574ま

でお知らせ下さい｡

平成23年度の国民年金保険料は月額15,020円です

平成23年４月から平成24年３月の国民年金保険料の月額は､ 賃金や物価の変動に応じて決定されますが､
平成23年度は月額80円引き下げられ15,020円になります｡ 毎月の保険料は､ 日本年金機構から送られてく
る ｢納付書｣ によって翌月の末日までに納めます｡
窓口は､ 金融機関 (ゆうちょ銀行を含む) またはコンビニエンスストアとなっています｡ また､ ほとん

どの金融機関で口座振替もできます｡
★平成22年度保険料額 (年間) 180,240円 (15,020円×12ヶ月)
★一部免除の方の保険料額

お問い合わせやご相談は 熊本東年金事務所 � (096)367-8144

平成22年度 保険料 ３／４免除
(１／４納付)

半額免除
(半額納付)

１／４免除
(３／４納付)

保険料月額 15,020円 3,760円 7,510円 11,270円

��������������������������������������������������������
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ジョブカフェは､ 若者の就職をサポートするために､ 県が設置した就職支援センターです｡ ｢仕事を探
しているけど､ なかなか見つからない｣ など､ 就職に関するご相談について､ ぜひご活用ください｡

利用できる方
◎おおむね35歳未満の方または保護者の方
◎学校の進路指導担当の先生方

お手伝いの内容
◎就職に関する相談◎就業適正診断◎求人に対する情報提供◎出前相談

■問合せ先
ジョブカフェ上益城ブランチ �282-1013

生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活排排排排排排排排排排水水水水水水水水水水処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理構構構構構構構構構構想想想想想想想想想想((((((((((素素素素素素素素素素案案案案案案案案案案))))))))))にににににににににに関関関関関関関関関関すすすすすすすすすするるるるるるるるるるごごごごごごごごごご意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集

熊本県では､ 生活排水対策を推進するための構想策定に向け､ 素案に関するご意見を募集しています｡
意見募集の対象／くまもと生活排水処理構想2011 (素案)
募 集 期 間／４月１日 (金) ～４月30日 (土)
掲載(閲覧)場所／熊本県ホームページ (http://www.pref.kumamoto.jp/life/6/42/196/)､ 嘉島町役場

建設課､ 上益城地域振興局総務振興課など
意見提出方法／メール､ ファクシミリ､ 郵送で熊本県下水環境課あて
問 合 せ 先／熊本県下水環境課 (ｔｅｌ：096-333-2531, fax：096-385-7398,

メール：gesuikankyo@pref.kumamoto.lg.jp)

��������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������

｢

ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許｣

は
国
の
試
験
資
格
で
す
。

ボ
イ
ラ
ー
技
士
は
工
場
、
病
院
、
事
務
所
な
ど
の
ボ
イ
ラ
ー
の
取
扱
い
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。
ボ
イ
ラ
ー
は
適
切
に
操
作
を
行
わ
な
い
と
爆
発
、
破
裂
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。
災
害
が
発
生
す
る
と
従
事
し
て
い
る
人
の
み
な
ら
ず
、
周

囲
の
人
や
一
般
公
衆
ま
で
被
害
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
い
は
就
業
制
限
業
務
と
な
っ
て
お
り
、
二
級
ボ

イ
ラ
ー
技
士
以
上
の
免
許
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
就
業
で
き
ま
せ
ん
。

｢

実
技
講
習｣

は
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
試
験
の
受
験
資
格
を
取
得
す
る
た

め
の
講
習
で
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た
講
習
を

｢

20
時
間｣

以
上
行
い
ま
す
。

二級ボイラー技士の資格をとりましょう

労働安全衛生法に基づく

小規模ボイラー取扱講習

ボイラー実技講習

熊本市大江6-24-13天神コーポラス
社団法人日本ボイラ協会熊本支部

TEL 096(362)7775

この講習を修了すると

｢二級ボイラー技士国家試験の受験資格｣ を習得します｡

実 施 日 開 催 地
５月28日(土)～30日(月) 熊 本 市
７月６日(水)～８日(金) 熊 本 市
10月15日(土)～17日(月) 熊 本 市

24年１月25日(水)～27日(金) 熊 本 市
24年３月17日(土)～19日(月) 天 草 市

実 施 日 開 催 地
６月９日(木)～10日(金) 熊 本 市
10月20日(木)～21日(金) 熊 本 市

この講習を修了すると

｢小規模ボイラー(含･小型ボイラー)の取扱資格｣ を習得します｡

若若いい方方ののおお仕仕事事探探ししををおお手手伝伝いいししまますす！！
ジジョョブブカカフフェェ上上益益城城ブブラランンチチ

'11 �
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軽
自
動
車
税
は
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
申
請
す
る
と
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

①
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
も
の
と

認
め
る
軽
自
動
車

②�
身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
方
が

取
得
、
所
有
す
る
軽
自
動
車

�
18
才
未
満
の
障
害
者
の
家
族
が
、

そ
の
障
害
者
の
た
め
に
利
用
す
る

軽
自
動
車

※
障
害
の
程
度
に
よ
り
減
免
範
囲
が
あ

り
ま
す
。

◎
減
免
申
請
期
間
は
納
付
書
の
届
い
た

日
か
ら
５
月
24
日�
ま
で

(

納
期
限

の
７
日
前
迄
で
す
。)

◎
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
戦
傷
病
者
手
帳

・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
手
帳

以
上
は
交
付
さ
れ
た
手
帳
が
必
要
で
等

級
に
よ
っ
て
は
減
免
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
車
検
証

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証

・
印
鑑
及
び
納
付
書

税
務
課

◎
軽
自
動
車
税
が

減
免
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

��������������������������������������������������������

４月の納税 ５月の納税
国民健康保険税

後期高齢者医療保険料 ①期

介護保険料
納期限日(口座振替日) 平成23年５月２日(月)

……………
固定資産税 ①期

軽自動車税 全期

納期限日(口座振替日) 平成23年５月31日(火)

…………………………

…………………………

※取扱金融機関…上益城農協､ 肥後銀行､ ゆうちょ銀行､ 熊本ファミリー銀行､ 九州労働金庫､ 熊本第一信用金庫の各店舗
※領収は通帳によりご確認下さい｡ “納税であなたが築く豊かな郷土”

��� ���
夜の税務相談

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時�月��日･�月��日
町税務課員が対応します｡�237-2639 (直通) 滞納は許さない！

差押(捜索)実施中
２月の実績

預金調査 16件
預金差押 10件
差押取立金 93,845円

������������� � � ������������
��������������������������������������������������������

今年10月15日から18日にかけて開催する ｢ねんりんピッ

ク２０１１
ふ れ 愛

熊本｣ の総合開会式 (熊本県民総合運動公園)

やイベント会場 (崇城大学市民ホール､ グランメッセ熊本､

熊本県立美術館分館 等) で､ 全国から参加される選手や

役員の皆様､ 会場に来場される皆様を温かくお迎えするた

めのボランティアを募集しています｡

大会情報やボランティアの募集内容など､ 詳しくは大会

ホームページをご覧ください｡

■応 募 締 切／６月30日(木)

■お問合せ先／ねんりんピック2011熊本

実行委員会事務局�：333-2257 FAX：096-382-6810

ねんりんピック����ふ れ 愛

熊本
平成23年10月15日(土)～18日(火)

火の国に 燃えろ!ねんりん 夢･未来

ねんりん ���� 検 索

'11 �
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３
月
13
日
、
役
場
町
長
室
で
自

衛
隊
入
隊
者
へ
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
入
隊
者
の
中
村
祐
介
く

ん

(

井
寺)

は

｢

全
力
を
つ
く
し

て
自
分
を
高
め
た
い
。｣

南
大
智

く
ん

(

上
島)

は

｢

せ
い
一
杯
頑

張
っ
て
国
の
平
和
を
守
る
。｣

と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。｢

国
防
の

た
め
ご
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。｣

と
、
町
長
代
理
の
松
森
総
務
課
審

議
員
が
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度

自
衛
隊
入
隊
者
に

町
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た������������������������������������������������������������������������中中村村祐祐介介くくんん 南南大大智智くくんん���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� � � � � � � � � �� � ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����������������������� ������ �������������������������������������������� ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

熊本地方合同庁舎に移転しました
九州財務局
〒860-8585
熊本市春日２丁目10番１号
熊本地方合同庁舎 ７階・８階� 353-6351

(変更ありません)
FAX 324-0926

熊本労働局
〒860-8514
熊本市春日２丁目10番１号
熊本地方合同庁舎 ９階
(電話番号は現在と変りありません)

但し職業安定部雇調金室は民間ビルに移転予定です
(〒860-0051
熊本市二本木2-7-2 ヴァルール熊本駅前 (予定))
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平成23年４月１日から
県税の課税業務に係る申告書等関係書類の提出先が変わりました｡

４月１日から県税の課税業務 (自動車税､ 自動車取得税を除く) について､ 各地

域振興局の課税部門を熊本県税事務所に集約することとなりました｡ つきましては､

申告書等関係書類の提出先が変わりましたので､ お知らせします｡

なお､ 窓口業務 (納税､ 納税証明書の発行､ 自動車税・自動車取得税の減免受付

等) は､ これまでどおり熊本県税事務所､ 各地域振興局税務課及び自動車税事務所

で行います｡

税 目 主な関係書類等

法人県民税
法人事業税
(地方法人特別税)

・各種申告書
・事業開始等届出書 等

県民税利子割 ・納入申告書 等

県民税配当割 ・納入申告書

県民税株式等譲
渡所得割

・納入申告書

県たばこ税 ・申告書

ゴルフ場利用税 ・納入申告書 等

鉱区税 ・申告書

管轄する課税地の区分 提出先

県内全域
熊本県税事務所
課税第一課
課税第二課

税 目 主な関係書類等 課税地

個人事業税
・個人の事業開始
等届出書

住所地又は事
業所の所在地

軽油取引税

・納入(付)申告書
・免税軽油使用者
証

・免税証交付申請
書等

住所地又は事
業所の所在地

産業廃棄物税
・納入(付)申告書
・課税免税申請書

処分場の所在
地

不動産取得税
・不動産取得の申
告書

・減免申請書 等

取得物件の所
在地

狩猟税 ・申告書 住所地

県たばこ税手持
品課税

・申告書
住所地又は事
業所の所在地

管轄する課税地の区分 提出先

熊本市､ 宇城地域､
上益城地域

熊本県税事務所
課税第一課
課税第二課

お問い合わせ先

課
税
・
収
税

熊本県税事務所
〒860-8570熊本市南千反畑町4-33�352-4111 (代)
自動車税事務所
〒862-0901熊本市東町4-14-37�368-4020 (代)

収
税
の
み

上益城地域振興局税務課
〒861-3206

上益城郡御船町辺田見396-1�282-3419 (直)
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後期高齢者医療保険料の軽減について

所得が低い方の軽減

所得の低い方や被用者保険※加入者に扶養されていた方は保険料の負担が軽くなります｡
※被用者保険とは協会けんぽ､ 健保組合､ 共済組合などです｡

◆保険料の均等割額 (被保険者全員が等しく負担する保険料) の軽減
世帯 (被保険者と世帯主) の総所得金額などが…

◆保険料の所得割額 (所得に応じて負担する保険料) の軽減
被保険者の総所得金額などが…

被用者保険加入者に扶養されていた方も､ 後期高齢者医療制度では被保険者となり保険料を納めるこ
とになりますが､ 保険料の軽減措置があります｡
特別措置として､ 当分の間は保険料の均等割額が９割軽減されます (所得割額はかかりません)｡
対象となる方…資格を得た日の前日に､ 被用者保険加入者に扶養されていた方

○保険料の決まり方について
被保険者個人ごとの保険料は､ 被保険者全員が負担する ｢均等割額｣ と､ 被保険者の所得に応じて負

担する ｢所得割額｣ の合計額になります｡ 均等割額と所得割率は広域連合で２年ごとに決められます｡

お問い合わせ先 嘉島町役場税務課 �237-2639 (直通)
被用者保険加入者に扶養されていた方の軽減

保険料の均等割額を９割軽減
｢基礎控除額 (33万円)｣ を超えない世帯で､
被保険者全員が年金収入80万円以下 (その他各
種所得がない場合)

｢基礎控除額 (33万円)｣ を超えない世帯 保険料の均等割額を8.5割軽減

｢基礎控除額 (33万円)｣ ＋24.5万円×世帯の被
保険者数 (被保険者である世帯主を除く)｣ を
超えない世帯

保険料の均等割額を５割軽減

｢基礎控除額 (33万円)｣ ＋ ｢35万円×世帯の
被保険者数｣ を超えない世帯

保険料の均等割額を２割軽減

｢基礎控除 (33万円)｣ ＋58万円を超えない方 保険料の所得割額を５割軽減

熊本県後期高齢者医療広域連合の

平成23年度の保険料率

(平成22年度と同率)

均等割額 47,000円

所得割率 9.03％

保険料 (年額)

均等割額 47,000円

所得割額
総所得金額等

×所得割率9.03％
－33万円(基礎控除)

＝

＋���� ����
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波警報や緊急地震速報､ 弾道ミサイル情報といった対処に時間的余

裕のない事態が発生した場合に､ 人工衛星を用いて情報を送信し､

市区町村の防災行政無線等を自動起動することにより､ 国から住民

まで緊急情報を直接そして瞬時に伝達する世界でも画期的なシステムです｡ 平

成18年度から運用を開始し､ 全国市区町村の18.9％ (平成22年１月１日現在)

で整備されていますが､ 平成23年度中には､ 状況に応じた多様な音声を放送で

きるなど､ システム機能の向上を図り､ 全国の都道府県・市区町村に一斉整備

されます｡

嘉島町でも４月から導入されます

全国瞬時警報システム

J-ALERT(ジェイ・アラート)とは？

津

メメメメメメメメメメリリリリリリリリリリッッッッッッッッッットトトトトトトトトト １
瞬時に情報を伝達できる｡

受信機まで１～２秒
放送開始まで平均10秒( )

メメメメメメメメメメリリリリリリリリリリッッッッッッッッッットトトトトトトトトト

テレビやラジオをつけて

いなくても防災行政無線

等を通じて伝達される｡

２ メメメメメメメメメメリリリリリリリリリリッッッッッッッッッットトトトトトトトトト

人手を介さずに状況に応

じた多様な音声を放送で

きる｡

３

内閣官房 消防庁

気象庁

自然災害に関する情報 消防庁緊急災害情報

国民保護事案に
関する情報 消防庁操作卓 受信機 自動起動機

CATV
コミュニティFM等館内放送

受信
アンテナ

防災行政無線
制御卓

人工衛星

防災行政無線
※防災情報配信メールにも接続可能

※受信のみの団体もあります｡

国国 地地方方公公共共団団体体
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J-ALERT
ジェイ・アラート

によって伝達される情報

有有事事情情報報にに関関すするる情情報報 自自然然災災害害にに関関すするる情情報報
●津波警報 (オオツナミ)

●津波警報 (ツナミ)

●津波注意報

●緊急地震速報

●東海地震予知情報

●東海地震注意情報

●東海地震観測情報

●震度速報

●震源・震度に関する情報

●噴火警報

●噴火予報

●火口周辺警報

●弾道ミサイル情報

●航空攻撃情報

●ゲリラ・特殊部隊攻撃情報

●大規模テロ情報

●気象警報

●気象注意報

●指定河川洪水予報※

●土砂災害警戒情報※

●記録的短時間大雨情報※

●竜巻注意情報※

※22年度中から送信開始予定

放送
例

弾道ミサイル情報
警報音：ブー (14秒)

ミサイル発射情報｡ ミサイル発射情報｡
当地域に着弾する可能性があります｡
屋内に避難し､ テレビ・ラジオをつけて下さい｡

津波警報 (オオツナミ)
警報音：ウー ウー

大津波警報が発表され
ました｡
海岸付近の方は高台に
避難して下さい｡

緊急地震速報
警報音：ピロン ポローン

ピロン ポローン

緊急地震速報｡
大地震です｡ 大地震です｡

どどここかからら放放送送がが流流れれるるのの？？ 警警報報がが出出たたらら？？
●防災行政無線・コミュ
ニティFM
CATV・MCA無線等
※各市町村により異なります｡
嘉島町は防災行政無線です｡

国民保護については､
国民保護ポータルサイト
(http://www.kokuminhogo.go.jp/)

又は消防庁ホームページ
(http://www.fdma.go.jp/)

でご確認いただけます｡ な
お､ 有事情報に関する警報
音は､ 国民保護ポータルサ
イト (PC) で聞くことがで
きます｡
国民保護ポータル
サイトのモバイル
版はこちらからご
確認下さい｡

●テレビやラジオをつけて下さい｡
●地震の場合は､ 周囲の状況に応じて､ あわ
てず､ まず身の安全を確保して下さい｡

●指示に従い､ 屋内への避難､ 近隣の避難所
施設等への避難
をして下さい｡

●避難先､ 避難方
法､ 携行品や戸
締まりの確認を
して下さい｡

'11 �



― 28 ― '11 �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

〝

住
ん
で
い
る
郷
土
の
歴
史
を

知
る
こ
と
は
郷
土
を
好
き
に
な
る

第
一
歩
で
す〟

と
話
し
出
す
の
は

菊
池
市
に
お
住
ま
い
で
、
38
年
間

県
立
高
校
で
歴
史
を
教
え
て
お
ら

れ
た
文
学
博
士
の
堤
克
彦
先
生
。

３
月
17
日
の
高
齢
者
・
婦
人
合
同

学
級
は

｢

身
近
な
歴
史
の
楽
し
み

方｣

を
テ
ー
マ
と
し
た
お
話
で
す
。

堤
先
生
は

｢

嘉
島｣

の
地
名
を

広報かしま３月号､ 11ページに掲載しました ｢障害者福祉制度について｣ の項で各手当の月額を４月
から改正された額でなく､ 旧額を掲載していました｡ この額は県からの指示で物価とスライドしての額
設定です｡ 済みませんでした｡

○特別障害者手当について 現行 月額 26,440円 →改訂額 26,340円
○障害児福祉手当について 現行 月額 14,380円 →改訂額 14,330円
○特別児童扶養手当について 現行 １級／月額 50,750円 →改訂 50,550円 (１人につき)

２級／月額 33,800円 →改訂 33,670円 (１人につき)
広 報 係

おことわり 障害者福祉制度について 改正月額の件

技能検定は､ 働く方々の有する技能・知識を一定の基準より検定し､ 国として証明する国家検定制度
で､ 技能に対する社会一般の評価を高め､ 働く方々の技能と地位の向上を図ることを目的として､ 職業
能力開発促進法に基づいて実施しています｡
技能検定は､ 職種ごとに特級､ １級､ ２級及び３級に区分するものと､ 等級を区分しない単一等級が

あり､ 試験は実技試験と学科試験により行われます｡
合格者には､ 特級､ １級及び単一等級は厚生労働大臣名､ ２級及び３級は熊本県知事名により合格証

書が交付され ｢技能士｣ と称することができます｡
なお､ ２級実技試験と同時に ｢技能五輪全国大会熊本県地方大会｣ を兼ねて実施します｡

《受付期間》 平成23年４月11日 (月) から４月20日 (水) まで
《実施期間》 平成23年６月６日 (月) から平成23年９月11日 (日) まで
《合格発表》 平成23年８月26日 (金) ★ ・９月30日 (金)
★金属熱処理及び３級職種が対象
＊詳しくは､ 下記までお問い合わせください｡

熊本県職業能力開発協会 技能検定課
〒861-2202 熊本県上益城郡益城町田原2081-10電子応用機械技術研究所内� (096)285-5818 FAX (096)285-5812

平成23年度前期 ｢技能検定｣ 国家試験の実施について

歴
史
的
に
分
析
、
地
名
に
み
ら
れ

る
か
つ
て
の
冠
水
地
帯
の
特
長
な

ど
、
地
域
に
住
む
人
た
ち
の
興
味

を
引
き
出
し
、｢

地
域
に
は
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
歴
史
は
先
祖
か
ら

の
贈
り
物
で
す
。
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
誇
り
に
思
う
よ
う
な
魅
力
を

発
見
し
、
郷
土
愛
を
後
継
者
に
つ

な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う｣

と
結
び

ま
し
た
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ご存知のように､ 日本の東北地方は３月11日に巨大な
9.0の大地震の打撃を受け､ 大津波があとに続きました｡
津波は､ 岩手､ 福島と宮城の海岸線に沿って全ての村を破
壊しました｡ 書いている時点で､ 死者数はおよそ9000､ 数
千人以上が負傷または行方不明者です｡ この天災と結果と
して生じた原子炉の危機は､ 日本を最近で最も弱体な国家
にしました｡
私は津波被害が報道される場面を見て､ とっても動揺し
ました｡ 生き残った人々は､ 怪我し当惑し混乱していまし
た｡ 本当にどうにかこれらの人々を助けたかったです｡ そ
れは､ 他のALT (外国語指導助手) の友人の多くも同様

でした｡ そこで､ 災害後の週末､ 熊本のALTたちは､ チャ
リティー (慈善事業) の日を計画しました｡
チャリティーサッカートーナメントは熊本市でいくつか

の地元自治体も巻き込み､ ALTたちが主催し､ 試合を行
いました｡ そして夜､ 私たちは義援金を集めるために､ ト
ランプゲームと他のチームゲームをしました｡ 良い一日で
した｡ 被災地域の人々を助けるために､ 200,000円以上を
集めました｡ 私たちの多くは､ 困っている人々を助けるた
めに寄付し続けると思います｡ 私はこれを読む皆さんが同
じく協力することを望みます｡������������������������������������������������������������������������
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長
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間
お
疲
れ
様
で
し
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。

ALT's and local children playing soccor in the park (photograph courtesy of
Jennifer Miller) 公園でサッカーをしているALTたちと地元の子供たち (ジェ
ニファーミラーの好意による写真)
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2011東北地震
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田上 潤
(農政課主事)

上田 涼二
(町民課主事)
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公民館講座
書道作品から

栗崎 薫さん
(52歳)

(上島)
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短 歌

無事故・無違反の運転者で､ 表彰を希望される方は､ 御船地区交通安全協会事務局 (御船警察署内)
または､ 嘉島町役場の総務課まで申込書 (委任状) の提出をお願いします｡
１. 表彰の対象者� 御船地区交通安全協会の会員であること｡ (免許更新時に同協会費を納められた方)� 本年６月30日現在､ 運転免許証を取得後10年以上経過している方｡� 本年６月30日からさかのぼって10年以上40年の間に交通事故を起こし又は交通法令に違反し

て行政又は刑事上の処分を受けたことのない方｡� 本年６月30日からさかのぼって過去３年間に交通違反 (違反点数３点以内の軽微な反則行為
を含む｡) がない方｡

２. 申込書(委任状)の提出期限
平成23年５月31日までに御船地区交通安全協会事務局 (御船警察署内)､ または､ 嘉島町役場の

総務課へ提出して下さい｡
３. 申込書 (委任状) の備付け場所
御船地区交通安全協会務局 (御船警察署内)､ または､ 嘉島町役場の総務課
４. 問い合わせ先
御船町辺田見406-4 (御船警察署内)
御船地区交通安全協会事務局 �282-1110内線441まで
平成23年度永年無事故･無違反運転者表彰のお知らせ
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善

意

の

輪

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し

｢

地
域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下

さ
い
。｣

と
、
香
典
返
し
に
代
え
て

多
額
の
御
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

御
芳
志
に
添
い
ま
す
よ
う
、
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

記

西
岡

光
子
様

(

上
六
嘉)

亡

逸
雄
様

春
日

信
人
様

(

兵
庫
県)

亡

克
己
様

�
永

隆
正
様

(

鯰)

亡

ウ
キ
エ
様

１日 ・庁内常会
・第３回嘉島町議会臨時会

２日 ・九州各県町村会長・事務局長会議 (３日まで)
４日 ・熊本県土地改良事業団体連合会通常総会

・熊本県市町村職員共済組合理事会及び組合会
・緑川の日実行委員会

６日 ・嘉島町消防団出初式
７日 ・嘉島町議会運営委員会
８日 ・嘉島町地域水田農業推進協議会
９日 ・嘉島町総合計画審議会
11日 ・嘉島町議会定例会
12日 ・嘉島中学校卒業式
13日 ・下六嘉区総会

・三郎無田区総会
14日 ・嘉島町議会定例会

・熊本県市町村社会福祉協議会理事会
15日 ・嘉島町議会定例会

・嘉島町ごみ問題対策実行委員会
16日 ・熊本県農業信用基金協会理事会

・嘉島町交通安全推進会議
・嘉島町監査委員辞令交付
・熊本県社会福祉協議会理事会

17日 ・財団法人熊本さわやか長寿財団理事会
・嘱託員会議
・嘉島町社会福祉協議会理事会及び同評議員会
・町職員人権教育研修

18日 ・嘉島幼稚園卒園式
・財団法人熊本県雇用環境整備協会理事会
・財団法人熊本県暴力追放協議会理事会及び同評
議員会

19日 ・嘉島中央土地改良区総代会
・東海大学学位授与式

20日 ・北甘木区総会
・西村区総会

22日 ・幼光保育園園児からの東日本大震災義援金受取
り
・財団法人熊本県体育協会理事会
・熊本県町村会評議員会及び同定期総会

23日 ・嘉島西小学校卒業式
24日 ・全国町村会常任理事会
25日 ・財団法人熊本県農業公社理事会

・熊本県担い手育成総合支援協議会総会
・熊本県共同募金会理事会及び同評議員会

27日 ・高田区総会
・滝河原区総会
・井寺区総会
・鯰生産組合総会
・上島消防団総会

29日 ・財団法人熊本県建設技術センター理事会
30日 ・緑川の日実行委員会
31日 ・上益城広域連合辞令交付式

・嘉島町社会福祉協議会退任式
・町職員退任式

ど
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な
小
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な
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で
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で
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。
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だ
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。
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３
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４
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私
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の
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明
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暮
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町
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て
も
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来
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ご
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。

町長の動き
３月の

町議会で震災犠牲者に黙祷を捧げる幹部職員

岩
永

砂
子
様

(

上
島)

亡

學
様

米
光

博
美
様

(

鯰)

亡

幾
夫
様

永
田

惇
子
様

(

井
寺)

亡

壽
様

東
田

ツ
モ
様

(

上
島)

亡

昶
様

�
田

知
世
様

(

高
田)

亡

靖
博
様

石
嶋
ト
メ
コ
様

(

北
甘
木)

亡

政
親
様

西
村

繁
雄
様

(

下
六
嘉)

亡

ス
ミ
子
様

坂
口

俊
一
様

(

熊
本
市)

亡

ノ
ブ
様

�
森

功
様

(

北
甘
木)

亡

モ
リ
エ
様

心
配
ご
と
相
談

'11 �
一

般

寄

付

�
永

隆
正
様

(

鯰)

平
成
23
年
３
月
18
日
現
在
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最
近
、
県
内
で
交
通
死
亡
事
故

が
増
え
て
い
ま
す
。
県
警
に
よ
る

と
、
今
年
の
交
通
事
故
に
よ
る
死

者
は
先
月
23
日
現
在
で
19
人
と
、

前
年
同
期
に
比
べ
５
人
増
加
。
こ

の
う
ち
11
人
が
65
歳
以
上
の
お
年

寄
り
で
、
う
ち
５
人
は
横
断
中
の

事
故
で
し
た
。
御
船
署
管
内
で
は
、

先
月
15
日
に
、
甲
佐
町
で
自
転
車

で
横
断
中
の
70
歳
女
性
が
、
午
後

５
時
過
ぎ
の
夕
暮
れ
時
に
、
左
か

ら
来
た
車
に
は
ね
ら
れ
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
昨
年
、
交
通
事
故
統

計
上
、
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
と
な
っ
た

嘉
島
町
。
お
年
寄
り
や
ド
ラ
イ
バ
ー

双
方
に
対
し
て
の
交
通
事
故
抑
止

対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。(

Ｔ
・
Ｊ)

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

榊原レイ子さん (82歳)

昭和３年12月13日生
(滝河原)

｢
広
報
か
し
ま｣

は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

○健康の秘訣は何ですか？
あまりクヨクヨしない｡ 嫌なことがあっても深く考え込

まない｡ 前向きにものを考えプラス思考で暮らしています｡
それと､ 昨年まで､ 約15､ ６年､ 社交ダンスをしていまし
たよ｡
○趣味は何ですか？
読書です｡ 太宰治等の現代日本文学作品を読んでいます｡

夜､ 寝る前に読むのが大好きです｡ それと､ 月一回の保健
センターでの短歌教室に行くことです｡ 短歌を作るのは､
頭の体操になっていますよ｡

本誌の ｢かしま文芸｣ 欄に毎号短歌を掲載されてい
るご本人｡ これからも､ 心洗われる短歌をお願いしま
す｡ いつまでもお元気で｡ (係)

わ

が

家

の

自

信

作

( )

４月10日(日) 御船クリニック �282-0106(御船町)
４月17日(日) 香田整形外科医院 �237-2811(嘉島町)
４月24日(日) 小糸整形外科医院 �282-0050(御船町)
４月29日(金) たなか内科眼科医院 �235-7235(嘉島町)
５月１日(日) さかた耳鼻咽喉科医院 �237-4133(嘉島町)
５月３日(火) よしむら内科循環器科医院 �235-7773(嘉島町)
５月４日(水) からしま小児科医院 �235-6333(嘉島町)
５月５日(木) 山地外科胃腸科医院 �237-0003(嘉島町)
５月８日(日) 笹原外科胃腸科医院 �282-0070(御船町)
５月15日(日) のぐち皮ふ科医院 �237-4112(嘉島町)

嘉島町の人口動態
平成23年４月１日現在

(前月比)

人 口

男

女

世帯数

8,829 人 (－18)

4,213 人 (－16)

4,616 人 (－２)

3,146 世帯 (－５)

ご両親：藤岡 昌彰さん・順子さん
(鯰)

姉妹仲良く元気に育ってね！

ご両親：藤木 雄二さん・美紀さん
(鯰)

藤木 愛里 (あいり) ちゃん
平成20年８月５日生
結花 (ゆうか) ちゃん

平成22年８月15日生

休 日 当 番 医

'11 �

平
成
21
年
３
月
18
日
生

藤
岡

奏
汰

(

そ
う
た)

く
ん

と
っ
て
も
人
な
つ
っ
こ
い
男
の
子
で
す
。

保
育
園
の
お
友
達
、
沢
山
遊
ん
で
ネ
。


